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【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｌ  12/56     (2006.01)
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【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成23年5月16日(2011.5.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のフラグメントに分割されて送信されたパケットを送信装置から受信する受信装置
であって、
　前記複数のフラグメントの到着状況を管理するビットテーブルを記憶する記憶手段と、
　前記送信装置から送信されたフラグメントのサイズを検出する検出手段と、
　前記ビットテーブルに含まれる１ビットが、前記検出手段により検出したサイズの１つ
のフラグメントの到着状況を示すように前記ビットテーブルを管理する管理手段と、
を備えることを特徴とする受信装置。
【請求項２】
　前記記憶手段は、前記検出されたフラグメントのサイズに応じた前記ビットテーブルを
記憶することを特徴とする請求項１に記載の受信装置。
【請求項３】
　前記フラグメントのサイズは、
　前記送信装置から当該受信装置までの通信経路の最大転送単位を判定するために前記送
信装置から送信された、分割サイズがセットされたパケットにより前記送信装置から通知
される
ことを特徴とする請求項１に記載の受信装置。
【請求項４】
　前記フラグメントのサイズは、各フラグメントのヘッダに記載して通知される
ことを特徴とする請求項１に記載の受信装置。
【請求項５】
　パケットを送信する送信装置と、該パケットを受信する受信装置と、を備える通信シス
テムであって、
　前記送信装置は、
　送信するパケットを所定の分割サイズで複数のフラグメントに分割する分割手段と、
　前記分割サイズを前記受信装置へ通知する通知手段と、
　分割した前記複数のフラグメントを前記受信装置へ順次送信する送信手段と、
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を備え、
　前記受信装置は、
　前記複数のフラグメントの到着状況を管理するビットテーブルを記憶する記憶手段と、
　前記送信装置から送信されたフラグメントのサイズを検出する検出手段と、
　前記ビットテーブルに含まれる１ビットが、前記検出手段により検出したサイズの１つ
のフラグメントの到着状況を示すように前記ビットテーブルを管理する管理手段と、
を備える
ことを特徴とする通信システム。
【請求項６】
　パケットを受信装置へ送信する送信装置であって、
　送信するパケットを所定の分割サイズで複数のフラグメントに分割する分割手段と、
　複数のフラグメントの到着状況を管理するビットテーブルに含まれる１ビットが、前記
所定の分割サイズの１つのフラグメントの到着状況を示すようにするための通知を前記受
信装置へ通知する通知手段と、
　分割した前記複数のフラグメントを前記受信装置へ順次送信する送信手段と、
を備えることを特徴とする送信装置。
【請求項７】
　複数のフラグメントの到着状況を管理するビットテーブルを記憶する記憶手段を備え、
前記複数のフラグメントに分割されて送信されたパケットを送信装置から受信する受信装
置の受信方法であって、
　前記送信装置から送信されたフラグメントのサイズを検出する検出工程と、
　前記ビットテーブルに含まれる１ビットが、前記検出工程において検出したサイズの１
つのフラグメントの到着状況を示すように前記ビットテーブルを管理する管理工程と、
を有することを特徴とする受信方法。
【請求項８】
　複数のフラグメントに分割してパケットを送信する送信装置と、前記複数のフラグメン
トの到着状況を管理するビットテーブルを記憶する記憶手段を備え、該パケットを受信す
る受信装置と、を備える通信システムにおける通信方法であって、
　前記送信装置において、
　　送信するパケットを所定の分割サイズで複数のフラグメントに分割する分割工程と、
　　前記分割サイズを前記受信装置へ通知する通知工程と、
　　分割された前記複数のフラグメントを前記受信装置へ順次送信する送信工程と、
　前記受信装置において、
　　前記通知工程において通知されたフラグメントの前記分割サイズを検出する検出工程
と、
　　ビットテーブルに含まれる１ビットが、前記検出工程において検出したサイズの１つ
のフラグメントの到着状況を示すように前記ビットテーブルを管理する管理工程と、
を有することを特徴とする通信方法。
【請求項９】
　パケットを受信装置へ送信する送信装置の送信方法であって、
　送信するパケットを所定の分割サイズで複数のフラグメントに分割する分割工程と、
　複数のフラグメントの到着状況を管理するビットテーブルに含まれる１ビットが、前記
所定の分割サイズの１つのフラグメントの到着状況を示すようにするための通知を前記受
信装置へ通知する通知工程と、
　分割された前記複数のフラグメントを前記受信装置へ順次送信する送信工程と、
を有することを特徴とする送信方法。
【請求項１０】
　コンピュータを、請求項１から４のいずれか１項に記載の受信装置、または、請求項６
に記載の送信装置として機能させるためのプログラム。
【手続補正２】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】発明の名称
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の名称】受信装置及びその方法、通信システム及びその方法、送信装置及びその方
法、並びに、プログラム
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００１】
　本発明は、受信装置及びその方法、通信システム及びその方法、送信装置及びその方法
、並びに、プログラムに関し、特に、フラグメントされたパケットをビットテーブルを利
用してリアセンブルする技術に関する。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　上記目的を達成するため、本発明による受信装置は以下の構成を備える。即ち、
　複数のフラグメントに分割されて送信されたパケットを送信装置から受信する受信装置
であって、
　前記複数のフラグメントの到着状況を管理するビットテーブルを記憶する記憶手段と、
　前記送信装置から送信されたフラグメントのサイズを検出する検出手段と、
　前記ビットテーブルに含まれる１ビットが、前記検出手段により検出したサイズの１つ
のフラグメントの到着状況を示すように前記ビットテーブルを管理する管理手段と、
を備える。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　また、本発明による通信システムは以下の構成を備える。即ち、
　パケットを送信する送信装置と、該パケットを受信する受信装置と、を備える通信シス
テムであって、
　前記送信装置は、
　送信するパケットを所定の分割サイズで複数のフラグメントに分割する分割手段と、
　前記分割サイズを前記受信装置へ通知する通知手段と、
　分割した前記複数のフラグメントを前記受信装置へ順次送信する送信手段と、
を備え、
　前記受信装置は、
　前記複数のフラグメントの到着状況を管理するビットテーブルを記憶する記憶手段と、
　前記送信装置から送信されたフラグメントのサイズを検出する検出手段と、
　前記ビットテーブルに含まれる１ビットが、前記検出手段により検出したサイズの１つ
のフラグメントの到着状況を示すように前記ビットテーブルを管理する管理手段と、
を備える。
【手続補正６】



(4) JP 2009-284028 A5 2011.6.30

【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　また、本発明による送信装置は以下の構成を備える。即ち、
　パケットを受信装置へ送信する送信装置であって、
　送信するパケットを所定の分割サイズで複数のフラグメントに分割する分割手段と、
　複数のフラグメントの到着状況を管理するビットテーブルに含まれる１ビットが、前記
所定の分割サイズの１つのフラグメントの到着状況を示すようにするための通知を前記受
信装置へ通知する通知手段と、
　分割した前記複数のフラグメントを前記受信装置へ順次送信する送信手段と、
を備える。
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